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議員8名が町のアレコレ徹底討論！
議会報告懇談会で聞かせて！
　あなたが町・議会に対して思うこと
国見の「希望の星」、佐久間さんを徹底取材！遊水地群の整備で減災を！

〒969-1792  福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二1番7　TEL.024（585）3295  FAX.024（585）2181 https://www.town.kunimi.fukushima.jp/site/gikai/
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令和6年
（2024年）

家族５人でＵターンした
佐久間秀幸です！
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令和5年度一般会計決算
歳出額 70億4362万円（前年対比0.9％減）

歳　入　　77億2236万円

地方交付税
27億4785万円  35.6%

その他の自主財源
1億1278万円  1.4%

使用料・手数料
1億148万円  1.3%

寄附金
2億4356万円  3.2%

繰入金・繰越金
13億9003万円  18.0％

町税
9億9781万円  12.9%

その他の依存財源
3億1421万円  4.1%

国県支出金
14億7384万円  19.1%

町の収入でまかないきれない分
を国が交付、再配分するもの

町税の延滞金など

国や県からの補助金

町債（借金）
3億4082万円  4.4%

(うち臨時財政対策債)
1,863万円  0.2%

銀行などからの借入金

地方譲与税、地方消費税
交付金など

町民税、固定資産税、
町たばこ税など

貯金を下ろして使うもの、
前年度残金の繰越金 

町営住宅や公共施設の使用料など ふるさと国見町応援寄附金など

依存財源依存財源
48億7671万円
63.2％

48億7671万円
63.2％

自主財源自主財源
28億4565万円
36.8％

28億4565万円
36.8％

歳　出　　70億4362万円
人件費
12億5140万円  17.8%

（うち職員給）
　9億257万円  12.8%
扶助費
5億1039万円  7.2%

公債費（借金返済）
5億9325万円  8.4%

普通建設事業費
6億3305万円  9.0%

(うち補助事業)
2億8538万円  4.1%

投資、出資及び貸付金 
4775万円  0.7%

補助費等
12億8437万円  18.2%

維持補修費
1億5620万円  2.2%

物件費
10億1361万円 14.4%

(うち単独事業)
3億4767万円  4.9%

議員、正職員、会計年度任用職員
の給与など

障害者福祉の費用や児童手当など

借入金の繰上償還や元金、利子の返済

ふるさと納税委託事業、学校給食
賄材料費など

災害復旧事業費
8億5827万円 12.2 %
災害廃棄物処理事業(福島県沖地震)、
社会教育施設災害復旧事業など

公共施設や町道などの補修費用

藤田病院や消防組合の負担金など 

水道事業会計出資金など

繰出金　4億9306万円  7.0%
特別会計への繰出金

積立金　2億226万円  2.9%
基金への積立金

町道整備事業、ふくしま森林再生
事業など

(国庫補助を活用)

(県補助及び町一般財源を活用)

義務的経費義務的経費
一般的経費
その他

一般的経費
その他

23億5505万円
33.4％

23億5505万円
33.4％

投資的経費投資的経費
14億9132万円
21.2％

14億9132万円
21.2％

24億5418万円
34.8％

24億5418万円
34.8％

　一般会計の決算においては、歳入総額77億2236万円（前年対比7.4％減）、歳出総額70億
4362万円（前年対比0.9％減）となった。歳入歳出差引は6億7874万円、翌年度に繰り越すべ
き財源は9773万円、実質収支は5億8101万円の黒字決算となった。
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大坂団地リノベーション事業

地区中央集会施設駐車場整備事業

指定文化財災害復旧事業（佐藤家住宅）

町道2046号線道路改良事業

令和5年度の
主な新規事業

　テレワークやサテライトオフィス拠点としての利
用を想定し、旧大坂団地の1棟をリノベーションし
ました。現在、4棟中3棟が埋まっている状況です。

　災害発生時の避難者の利便性向上のため、指定避
難所である東部高齢者等活性化センターの舗装工事
を実施しました。

　町の歴史・伝統ある文化財施設に係る価値や修景
の保存を行うもので、地震等により損傷を受けた佐
藤家住宅の復旧修繕を行ったものです。

　国直轄事業国道4号拡幅工事に伴い、町道2046
号線の道路改良工事を実施し、令和6年5月31日に
全線開通しました。

4921.54921.5万円万円

24202420万円万円

172.7172.7万円万円

1688.51688.5万円万円

before

before before

after

after after

撮影：中村晃
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問
（
蒲
倉　

孝
議
員
）

　

企
業
版
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
15
万
円
は
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
の

財
源
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、

ど
こ
の
企
業
か
ら
の
寄
付

か
。大

勝
企
画

調
整
課
長
　

寄
附
企
業

は
匿
名
希
望

の
1
社
。

問
（
蒲
倉　

孝
議
員
）

　
匿
名
で
は
、
企

業
側
の
メ
リ
ッ
ト
が
活
か

さ
れ
な
い
が
い
か
が
か
。

大
勝
企
画

調
整
課
長
　

企
業
に
は

個
々
の
事
情

等
が
あ
る
の
で
、
情
報
の

公
表
に
関
し
て
は
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

ビ
ジ
ネ
ス
訓
練

所
は
農
産
物
販
売
収
入
で

運
営
費
用
を
確
保
す
る
計

画
だ
っ
た
、
計
画
と
現
状

の
乖
離
は
。

佐
藤
産
業

振
興
課
長
　

収
入
目
標

が
1
0
0
0

万
円
、
実
績
が
約
半
分
の

4
3
9
万
円
。

問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

町
長
は
運
営
形

態
の
見
直
し
を
言
っ
て
い

た
が
、
町
か
ら
広
域
圏
で

の
運
営
等
の
検
討
は
し
た

の
か
。

引
地
町
長
　

細
か
な
運
営
内

容
の
議
論
は
し
た
。

町
が
未
来
永
劫
運
営
す
る

か
、
広
域
圏
運
営
か
の
議

論
は
し
て
い
な
い
。

問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

く
に
み
学
園
構

想
凍
結
後
に
広
く
町
民
の

声
を
聴
い
て
き
た
か
。

中
條
教
育

施
設
課
長
　

小
中
の
保

護
者
を
対
象

に
説
明
会
と
ア
ン
ケ
ー
ト

等
を
実
施
し
た
。

問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

凍
結
し
ゼ
ロ
ベ

ー
ス
と
し
た
が
、
様
々
捉

え
ら
れ
て
い
る
が
現
状
は
。

中
條
教
育

施
設
課
長
　

こ
れ
ま
で

様
々
な
意
見

が
あ
り
、
認
定
こ
ど
も
園

を
進
め
る
考
え
も
、
一
緒

に
す
る
考
え
も
持
っ
て
い

な
い
。
す
べ
て
ま
っ
さ
ら

な
状
態
。

問
（
山
崎
健
吉
議
員
）

　

令
和
5
・
6
年

度
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
の
人
数
と
活
躍
事
業
に

つ
い
て
。

大
勝
企
画

調
整
課
長
　

昨
年
度
は

7
名
の
在
籍
。

本
年
度
は
9
名
で
関
係
人

口
に
5
名
、
公
営
塾
ハ
ル

に
2
名
、
農
業
関
係
に
2

名
が
在
籍
し
活
躍
し
て
い

る
。

問
（
小
林
聖
治
議
員
）

　

経
営
開
始
支
援

資
金
に
つ
い
て
、
年
齢
65

歳
以
下
が
対
象
と
聞
い
て

い
る
が
、
そ
の
詳
細
は
。

佐
藤
産
業

振
興
課
長
　

草
刈
り
機
、

軽
ト
ラ
購
入

等
新
規
就
農
す
る
際
に
必

要
な
費
用
の
貸
し
付
け
を

行
っ
て
い
る
。
5
年
後
に

引
き
続
き
就
農
し
て
い
れ

ば
償
還
免
除
と
な
っ
て
い

る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
見
え

る
化
を

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
訓
練
所
の
現
状
と

見
直
し
計
画
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
在
籍
人
数
は

く
に
み
学
園
構
想
の
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

と
は

新
規
就
農
者
増
に
向
け
制
度
の

拡
充
を

歳

入

歳

出

決
算
認
定
第
1
号

4
月
か
ら
活
動
を
開
始

し
た
協
力
隊

企業が自治体に寄附を
すると税負担が軽減さ
れる制度のこと。平成
28年度にスタートし、
損金算入で約3割、
法人住民税と法人税で
4割、法人事業税で2
割、合計9割の税負担
の軽減効果がある。

企業版ふるさと
� 納税とは
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■令和5年度特別会計決算状況
会 計 名 歳入総額 歳出総額

後 期 高 齢 者 医 療 1億7606万円 1億7376万円
国 民 健 康 保 険 9億8821万円 9億6713万円
介 護 保 険 15億6004万円 15億2576万円
土 地 開 発 事 業 8万円 0円
渇 水 対 策 施 設 1297万円 1142万円
大 木 戸 財 産 区 26万円 12万円
入 山 財 産 区 26万円 13万円
石 母 田 財 産 区 158万円 112万円

■令和5年度水道事業会計
収 支 別 収入 支出

収 益 的 収 支 2億4285万円 2億3966万円
資 本 的 収 支 4244万円 1億3401万円

資本的収支の不足分は過年度分損益勘定留保資金で補てんしました。

■令和5年度下水道事業会計
収 支 別 収入 支出

収 益 的 収 支 2億1618万円 2億786万円
資 本 的 収 支 6618万円 1億5101万円

資本的収支の不足分は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、損益勘
定留保資金で補てんしました。

■町債（借金）年度末現在高
会 計 名 令和5年度 令和4年度
一般会計 54億4083万円 56億6558万円

■主な基金年度末現在高
基金 令和5年度 令和4年度

財政調整基金 8億6530万円 8億6518万円
ふるさと振興基金 1億7038万円 1億243万円

復興基金 1億492万円 1億5490万円
公共施設整備基金 3億2032万円 2億9028万円
文教施設整備基金 3億3028万円 3億23万円

問
（
宍
戸
武
志
議
員
）

　

教
育
委
員
会
と

学
校
、
ハ
ル
の
連
携
状
況

は
。小

野
生
涯

学
習
課
長
　

入
塾
申
し

込
み
時
の
児

童
生
徒
へ
の
声
か
け
や
学

校
行
事
・
放
課
後
の
時
間

変
更
の
連
絡
体
制
を
構
築

し
て
い
る
。
ま
た
、
小
中

学
校
の
学
習
内
容
に
合
わ

せ
た
学
び
を
提
供
で
き
る

よ
う
学
習
の
進
み
具
合
の

共
有
を
し
て
い
る
。

問
（
宍
戸
武
志
議
員
）

　

入
塾
者
が
少
な

い
印
象
。
生
涯
学
習
課
だ

け
で
は
な
く
教
育
総
務
課

で
も
入
塾
者
増
に
向
け
た

P
R
を
実
施
す
べ
き
。

小
野
生
涯

学
習
課
長
　

学
校
と
放

課
後
塾
ハ
ル

と
協
力
し
、
募
集
し
て
お

り
、
町
内
回
覧
等
で
も
お

知
ら
せ
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
・
配
布
を
予
定

し
て
い
る
。

問
（
蒲
倉　

孝
議
員
）

　

体
育
施
設
の
老

朽
化
に
よ
る
公
共
施
設
の

見
直
し
に
つ
い
て
説
明
を

し
て
か
ら
2
年
半
以
上
経

過
し
た
。
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
公
園
の
橋
の
よ
う

に
な
ら
な
い
よ
う
、
今
後

の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

引
地

町
長
　

外
観
だ
け
で
な

く
中
の
機
器
類
も

傷
み
が
激
し
い
状
況
。
建

設
時
に
本
来
す
べ
き
管
理

計
画
の
作
成
を
し
て
こ
な

か
っ
た
。
今
後
、
補
正
予

算
で
の
対
応
が
可
能
か
見

極
め
な
が
ら
、
議
員
の
皆

さ
ん
と
協
議
し
て
い
き
た

い
。

問
（
蒲
倉　

孝
議
員
）

　

観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
維
持
管
理
事
業
に

つ
い
て
、
30
年
経
過
し
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
今

後
の
、
修
繕
・
改
修
・
改

築
の
計
画
を
、
小
中
学
校

同
様
に
計
画
を
作
成
す
る

考
え
は
。

小
野
生
涯

学
習
課
長
　

観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー

の
改
修
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
全
館
改
修
に
向
け

て
計
画
を
検
討
し
て
い
く
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

大
坂
団
地
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
要
望

が
あ
っ
て
実
施
し
た
の
か
。

大
勝
企
画

調
整
課
長
　

駅
前
の
シ

ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
は
満
室
と
な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
需
要
が
あ
る
と
見

込
み
実
施
し
た
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

今
後
も
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
り
同
様

の
施
設
を
つ
く
る
考
え
は

あ
る
か
。

大
勝
企
画

調
整
課
長
　

全
体
計
画

で
は
1
棟
の

み
で
は
な
い
。
遊
休
不
動

産
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い

き
た
い
。

公
営
塾
ハ
ル
の
有
効
活
用
を

老
朽
化
が
著
し
い
公
共
施
設
の

早
急
な
見
直
し
を

遊
休
不
動
産
の
有
効
活
用
を

傍聴者アンケート抜粋
◦回答者の検討事項は“いつまで”等期限を明示させるべき。
◦前回の一般質問等の検討事項の取り組み結果の報告を求
めてほしい。
◦くにみ学園構想について、様々な意見があるのは良いが、
建設的な討議とは言えないと思った。将来展望の視点を
取り入れ、建設的な議論をしてほしい。
◦作成された答弁書を読むだけの回答だと感じた。
◦答弁者は、特別な理由がなければ発言する際にマスクを
外してほしい。

２階にシェアオフィスが
入っているアカリ
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議 決 の 結 果
議案番号 件　　　名 備　　　考 結　果
報　告
第７号 健全化判断比率の報告について 実質赤字額又は連結実質赤字額なし、実質公債費比率

3.3％、将来負担比率算定なし。 報告

報　告
第８号 資金不足比率の報告について 土地開発事業特別会計・水道事業会計・下水道事業会

計について、資金不足比率算定なし。 報告

報　告
第９号

教育委員会の事務に係る点検評価報告につ
いて

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条の
規定により、教育委員会に属する事務の管理及び執行
の状況について点検評価を行い、その結果に関する報
告文書を作成し、議会へ報告するもの。

報告

議　案
第60号 国見町犯罪被害者等支援条例 犯罪被害者等への支援を推進するため、見舞金の支給

等について必要な事項を定めるもの。 原案可決

議　案
第61号

国見町自然環境等と再生可能エネルギー発
電事業との調和に関する条例

町の自然環境、景観、生活環境の保全と再生可能エネ
ルギー発電設備設置事業との調和を図るために必要な
事項を定めるもの。

原案可決

議　案
第62号 国見町行政手続条例の一部を改正する条例 県条例に準拠し、文言の追加、改正及び削除を行うも

の。 原案可決

議　案
第63号

国見町教育委員会教育長の勤務時間及び勤
務条件等に関する条例の一部を改正する条
例

他自治体の条例に準拠し、「国見町教育委員会教育長の
勤務時間及び勤務条件等に関する条例」と「国見町教育
委員会教育長の職務に専念する義務の特例に関する条
例」をひとつの条例に集約するもの。

原案可決

議　案
第64号 国見町税条例の一部を改正する条例 改正公益信託に関する法律が施行されたことに伴い、

文言の整理を行うもの。 原案可決

議　案
第65号

国見町税特別措置条例の一部を改正する条
例

過疎法及び地域再生法に基づく計画の適用期間が延長
されたことに伴い、それぞれ対象期間を延長するもの。 原案可決

議　案
第66号

国見町手数料徴収条例の一部を改正する条
例

徴収する手数料の種類及び金額に電子データの交付を
追加するもの。 原案可決

議　案
第67号

国見町国民健康保険条例の一部を改正する
条例

マイナンバー法等の一部改正に伴い、国民健康保険被
保険者証の廃止に伴う文言の整理を行うもの。 原案可決

議　案
第68号

国見町農村地域工業等導入審議会条例の一
部を改正する条例

農村地域への産業の導入の促進等に関する法律の一部
改正に伴い、委員の人数及び文言を改正するもの。 原案可決

議　案
第69号

国見町水道事業の設置等に関する条例の一
部を改正する条例

地方自治法の改正に伴い、引用する条項を改正するも
の。 原案可決

議　案
第70号

新型コロナウイルス感染症の影響により収
入が減少したこと等による被保険者に対す
る国民健康保険税の減免に関する条例を廃
止する条例

減免の対象となる期間が経過したため、条例を廃止す
るもの。 原案可決

議　案
第71号 工事請負契約の一部変更について

◦令和5年度町単独事業デジタル同報系防災行政無線
施設更新工事

◦工事請負金額10,869万円→11,257万円（+388万
円）

◦緊急速報メールシステム更新及び周辺機器の更新に
よる増額のため

原案可決

議　案
第72号

伊達市桑折町国見町火葬場協議会規約の一
部変更について 協議会の事務所の位置の変更。 原案可決

議　案
第73号

令和６年度国見町一般会計補正予算（第２
号）

歳入歳出補正前	 628,630万円
歳入歳出補正額	 16,637万円
歳入歳出合計	 645,267万円

原案可決

議　案
第74号

令和６年度国見町介護保険特別会計補正予
算（第１号）

歳入歳出補正前	 148,086万円
歳入歳出補正額	 9,665万円
歳入歳出合計	 157,751万円

原案可決

同　意
第４号

教育委員会委員の任命につき同意を求める
ことについて

〔新任〕菊地　貴雄
現任者の令和６年９月30日任期満了のため。 同意

諮　問
第１号

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求
めることについて

〔再任〕畑　善徳
令和６年12月31日任期満了のため。 原案可決

諮　問
第２号

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求
めることについて

〔再任〕佐藤　勢津子
令和６年12月31日任期満了のため。 原案可決

諮　問
第３号

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求
めることについて

〔新任〕石塚　いずみ
現任者の令和６年12月31日任期満了のため。 原案可決
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問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

情
報
の
提
供
助

言
の
ほ
か
、
凶
悪
犯
罪
や

ネ
ッ
ト
・
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
等
の
陰
湿
な
犯
罪
も
増

え
て
い
る
。
被
害
者
へ
の

対
応
と
関
係
機
関
と
の
連

携
調
整
は
ど
の
部
署
で
担

当
す
る
の
か
。

榊
住
民

防
災
課
長
　

多
種
多
様

な
相
談
案
件

が
想
定
さ
れ
る
が
、
町
で

判
断
で
き
な
い
場
合
は
、

警
察
な
ど
に
支
援
を
求
め

る
。
住
民
防
災
課
が
役
場

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
に

な
る
。

問
（
山
崎
健
吉
議
員
）

　

農
家
が
野
菜
栽

培
す
る
際
に
現
在
の
、
灯

油
等
か
ら
、
10　
kW
以
上
の

太
陽
光
発
電
に
変
更
し
プ

レ
ハ
ブ
ハ
ウ
ス
で
の
発
電

を
行
う
こ
と
も
規
制
対
象

と
な
る
の
か
。

榊
住
民

防
災
課
長
　

10　
kW
以
上

に
つ
い
て
は

農
家
に
限
ら
ず
、
対
象
と

な
る
。
ま
た
各
種
手
続
や

許
認
可
等
届
け
出
が
必
要

と
な
り
、
町
民
に
向
け
た

説
明
会
も
必
要
と
な
る
。

問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

住
民
説
明
会
を

回
避
す
る
た
め
、
10　
kW
未

満
で
分
割
申
請
す
る
事
態

が
長
野
県
で
起
き
た
。
把

握
し
て
い
る
か
。

榊
住
民

防
災
課
長
　

長
野
県
の

事
案
は
把
握

し
て
い
る
。

問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

実
質
的
な
一
体

事
業
者
申
請
へ
の
対
応
策

は
。榊

住
民

防
災
課
長
　

事
業
所
の

社
員
、
出
資

の
有
無
、
親
会
社
等
、
同

一
事
業
の
密
接
関
係
者
を

規
則
で
定
め
、
関
係
書
類

提
出
を
求
め
て
確
認
、
対

応
す
る
。

れ
て
い
な
い
た
め
委
嘱
し

て
い
な
い
。

問
（
蒲
倉　

孝
議
員
）

　

な
ぜ
、
町
議
会

議
員
を
外
す
の
か
。

佐
藤
産
業

振
興
課
長
　

改
正
後
の

委
員
を
7
名

以
内
で
構
成
す
る
こ
と
は
、

白
石
市
を
参
考
に
し
て
い

る
。

　

今
後
、
町
で
工
業
団
地

等
を
整
備
す
る
場
合
、
ま

ず
は
審
議
会
で
審
議
し
、

議
会
に
は
同
時
進
行
で
説

明
を
行
う
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

こ
れ
ま
で
に
設

置
さ
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
対
象
外
と
の
こ

と
だ
が
、
な
ぜ
今
条
例
を

つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
の

か
。

榊
住
民

防
災
課
長
　

再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
、

自
然
環
境
ま
た
は
景
観
、

生
活
環
境
に
及
ぶ
影
響
を

鑑
み
て
、
再
エ
ネ
の
設
置

を
す
る
場
合
の
手
続
等
を

含
め
た
条
例
を
定
め
て
い

く
計
画
を
し
て
い
る
。

問
（
蒲
倉　

孝
議
員
）

　

改
正
前
条
例
に

は
、
町
議
会
議
員
が
6
名

だ
が
。

佐
藤
産
業

振
興
課
長
　

現
時
点
で

は
、
組
織
さ

問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

65
歳
以
上
の
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
負
担

は
。

佐

藤

ほ
け
ん
課
長
　

国
８
３

０
０
円
、

町
４
９
０
０
円
の
負
担
見

込
み
で
、
個
人
は
２
１
０

０
円
で
調
整
し
て
い
る
。

問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

65
歳
未
満
は
１

５
３
０
０
円
全
額
負
担
な

の
か
。

佐

藤

ほ
け
ん
課
長
　

全
額
自

己
負
担
と

な
る
。

　問
（
佐
藤　

孝
議
員
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
は

季
節
に
関
係
な
く
起
こ
る
。

学
校
・
医
療
福
祉
介
護
関

係
者
へ
の
補
助
の
考
え
は
。

佐

藤

ほ
け
ん
課
長
　

近
隣
の

状
況
を
見

て
い
き
た
い
。

【
議
案
第
60
号
】

国
見
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

【
議
案
第
61
号
】

国
見
町
自
然
環
境
等
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
事
業
と
の
調
和
に
関
す
る
条
例

【
議
案
第
68
号
】

国
見
町
農
村
地
域
工
業
等
導
入
審
議

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
議
案
第
73
号
】

年
齢
等
に
よ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種

負
担
が
変
わ
る

条
例
制
定

条
例
改
正

補
正
予
算
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問
（
山
崎
健
吉
議
員
）

　

町
づ
く
り
推
進

協
議
会
事
業
、
移
住
・
起

業
・
新
規
支
援
補
助
金
に

2
4
3
万
の
交
付
金
と
補

助
金
は
。

佐
藤
産
業

振
興
課
長
　

ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議

会
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

ビ
ッ
ク
ツ
リ
ー
点
灯
費
用
。

大
勝
企
画

調
整
課
長
　

移
住
・
起

業
・
新
規
支

援
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

東
京
都
内
及
び
大
阪
・
仙

台
に
住
む
大
学
生
が
就
職

活
動
の
た
め
来
町
す
る
場

合
の
交
通
費
や
宿
泊
補
助

を
行
う
事
業
。

問
（
八
巻
喜
治
郎
議

員
）

　

移
住
・
定
住
・
新
規
就

農
者
に
対
す
る
補
正
予
算

が
20
万
円
程
度
と
な
っ
て

い
る
が
何
が
で
き
る
の
か
。

大
勝
企
画

調
整
課
長
　

都
内
の
学

生
に
対
す
る

就
職
活
動
の
交
通
費
補
助

に
使
用
す
る
。

問
（
山
崎
健
吉
議
員
）

　

交
通
安
全
対
策

費
7
3
5
万
7
千
円
の
修

理
費
は
。

榊
住
民

防
災
課
長
　

本
年
度
と

来
年
度
で
防

犯
灯
の
L
E
D
化
を
進
め

て
い
る
が
、
年
間
約
２
３

０
基
の
玉
切
れ
が
発
生
す

る
。
防
犯
灯
の
役
目
か
ら

速
や
か
に
交
換
す
る
た
め

の
予
算
。

速
や
か
な
交
換
で
防
犯
対
策
を

移
住
者
に
選
ば
れ
る
町
を
目
指

し
た
予
算
執
行
を

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

町
外
施
設
へ
通

所
す
る
障
が
い
児
の
人
数

は
。黒

田
福
祉

課
　
　
長
　

令
和
4
年

度
平
均
18
名
、

令
和
5
年
度
23
名
、
令
和

6
年
度
7
月
ま
で
で
32
名

の
利
用
。
6
歳
か
ら
18
歳

ま
で
の
間
で
、
子
ど
も
に

合
っ
た
療
育
を
受
け
て
い

る
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

当
初
予
算
か
ら

増
え
た
要
因
は
。

黒
田
福
祉

課
　
　
長
　

近
隣
市
町

で
新
た
な
施

設
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
新
規
利
用
者
が
増
え
、

複
数
施
設
を
利
用
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、
月

の
利
用
者
数
、
回
数
が
増

え
て
い
る
。

障
が
い
児
の
療
育
施
設
が
増
え
て
い
る

　

阿
武
隈
川
緊
急
治
水

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
、
新
た
な
遊
水
地

群
の
整
備
予
定
地
の
視

察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
東
日
本
台

風
に
よ
る
甚
大
な
被
害

を
踏
ま
え
、
浸
水
被
害

軽
減
に
向
け
阿
武
隈
川

上
流
の
鏡
石
町
・
矢
吹

町
・
玉
川
村
に
新
た
な

遊
水
地
群
を
整
備
す
る

予
定
で
す
。
遊
水
地
は
、

洪
水
時
に
川
の
水
を
一

時
的
に
貯
め
込

み
、
地
先
と
下

流
側
の
水
位
を

下
げ
、
浸
水
被

害
を
軽
減
さ
せ

る
と
い
う
仕
組

み
で
す
。
水
位

が
下
が
っ
た
ら
、

排
水
門
を
開
け

川
に
戻
す
と
い

う
も
の
で
す
。

　

今
回
、
全
面

買
収
方
式
を
取
る
た
め
、

地
元
で
は
該
当
す
る
土

地
所
有
者
と
の
交
渉
が

続
い
て
い
ま
す
。
自
分

た
ち
だ
け
で
は
な
く
、

下
流
域
に
住
む
我
々
を

含
め
た
人
た
ち
の
た
め
、

長
年
住
み
慣
れ
た
土
地

を
離
れ
る
と
い
う
苦
渋

の
決
断
を
迫
ら
れ
た
方

が
い
る
と
い
う
こ
と
を
、

我
々
は
知
っ
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

蛍
光
灯
防
犯
灯

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

ビ
ッ
ク
ツ
リ
ー
点
灯
の
様
子

遊水地予定地の一部

減
災
に
向
け
た
取
り
組
み
を
視
察
！
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ

た
り
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
な

た
り
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
な

ど
、
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
、
政

ど
、
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
、
政

治
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

治
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

町
政
町
政
をを
問問
うう
一般
質問

9
月
定
例
会

～８人の議員が登壇し、活発な議論を展開～

質問、答弁は要約して掲載しています。会議録全文は、町議会ホームページに掲
載予定です。［https://www.town.kunimi.fukushima.jp/site/gikai/］

国見町議会ホームページ国見町議会ホームページ 会議録検索システム会議録検索システム 会議録検索システムへ会議録検索システムへ会議録検索会議録検索➡ ➡ ➡

令和６年第５回 国見町議会定例会一般質問通告一覧表
（令和６年９月３日提出）

通告
順位 質問事項 答弁者 通告者

１ 当町における「全国学力テスト」の結果について 町　長 宍
しし

戸
ど

武
たけ

志
し

２
小中学校の教育現場の現状と教員の働き方等について

町　長 山
やま

崎
ざき

健
けん

吉
きち

認知症支援「チームオレンジ」について

３ ごみの排出量の低減に向けた取り組みと今後
の課題について 町　長 渡

わた

辺
なべ

勝
かつ

弘
ひろ

４

高温による農作物の被害状況とその対策を伺う

町　長 松
まつ

浦
うら

常
つね

雄
お

町内の鳥獣被害状況と対策を伺う

熱中症の患者数とその予防対策を伺う

５
「くにみ学園構想」凍結後の進捗を伺う

町　長 蒲
かば

倉
くら

　　孝
たかし

屋外遊具修繕検討を伺う

６ 国見町の活性化について 町　長 八
や

巻
まき

喜
き

治
じ

郎
ろう

７

町内会要望への対応について

町　長 小
こば

林
やし

聖
せい

治
じ

情報公開条例に基づく開示請求について

職員採用試験について

８
町内会施設建設事業補助事業の見直しについて

町　長 佐
さ

藤
とう

　　孝
たかし

生活道路等の整備基準について

議会中継
アーカイブ
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一般 質問町政を問う

問
　

本
県
の
小
中
学

校
の
結
果
は
、
国

語
と
算
数
・
数
学
と
も
に

全
国
平
均
を
下
回
る
結
果

と
な
っ
た
。
当
町
の
結
果

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

大
勝
教
育

総
務
課
長
　

素
点
そ
の

も
の
の
公
表

は
し
て
い
な
い
が
、
全
国

平
均
と
の
比
較
で
、
小
学

生
国
語
は
同
等
、
小
学
校

算
数
と
中
学
校
国
語
・
数

学
は
低
い
と
い
う
結
果
。

問
　

県
は
結
果
を
受

け
、
市
町
村
教
育

委
員
会
を
交
え
た
臨
時
の

対
策
会
議
を
開
い
た
。
当

町
も
危
機
感
を
持
ち
学
力

向
上
に
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
る
が
、
会
議
の
内
容

と
町
の
考
え
を
伺
う
。

大
勝
教
育

総
務
課
長
　

会
議
で
は
、

県
全
体
が
同

一
歩
調
で
授
業
の
改
善
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
話
が
あ
っ
た
。
当
町

で
は
、
県
か
ら
の
情
報
伝

達
と
課
題
の
共
有
、
学
校

毎
に
具
体
的
な
検
証
を
指

示
・
指
導
を
し
た
。

問
　

令
和
４
年
度
の

結
果
を
踏
ま
え
、

昨
年
度
に
改
善
し
た
点
・

未
改
善
点
と
今
年
度
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

大
勝
教
育

総
務
課
長
　

昨
年
度
の

結
果
を
受
け
、

①
家
庭
学
習
の
手
引
き
を

小
中
学
校
相
互
に
確
認
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
に

応
じ
た
内
容
を
確
認
。
②

読
書
の
さ
ら
な
る
推
進
③

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た

授
業
の
質
的
改
善
④
全
教

員
で
授
業
研
究
会
を
行
い
、

授
業
の
質
的
改
善
等
を
進

め
て
い
る
。
今
後
も
継
続

的
に
取
り
組
む
。

問
　

当
町
で
は
、
県

北
教
育
事
務
所
の

指
導
主
事
に
数
学
や
英
語

の
指
導
を
お
願
い
し
て
い

る
。
県
は
対
象
科
目
を
国

語
に
拡
大
す
る
と
し
た
が

町
で
活
用
す
る
予
定
は
あ

る
か
。

大
勝
教
育

総
務
課
長
　

積
極
的
に

活
用
し
た
い
。

問
　

当
町
で
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
を
伺
う
。

大
勝
教
育

総
務
課
長
　

当
町
の
児

童
生
徒
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
の
意
識
は
全
国

平
均
よ
り
高
い
。
ま
た
、

６
月
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

を
新
規
で
小
中
学
校
に
1

名
配
置
し
、
授
業
支
援
等

を
行
っ
て
い
る
。

問
　

自
宅
で
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
の
利
用
時
間

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
閲
覧
に
つ
い

て
指
導
し
て
い
る
か
伺
う
。

大
勝
教
育

総
務
課
長
　

情
報
モ
ラ

ル
教
育
と
し

て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に
よ
る

弊
害
等
に
つ
い
て
指
導
し

て
い
る
。
ま
た
、
中
学
校

の
生
徒
会
が
「
９
時
に
な

っ
た
ら
親
ス
マ
ホ
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
利
用
時
間
の
制
限

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

問
　

東
北
で
は
秋
田

県
が
全
国
ト
ッ
プ

級
の
順
位
を
維
持
し
て
お

り
、
学
ぶ
こ
と
が
多
々
あ

る
と
思
う
が
、
秋
田
県
の

取
り
組
み
に
対
す
る
当
町

の
考
え
を
伺
う
。

大
勝
教
育

総
務
課
長
　

秋
田
県
が

学
力
向
上
の

要
因
と
し
て
挙
げ
て
い
る

こ
と
は
、
①
望
ま
し
い
学

習
習
慣
や
生
活
習
慣
が
定

着
す
る
よ
う
家
庭
・
地
域

と
連
携
を
進
め
て
き
た
こ

と
②
一
人
ひ
と
り
へ
の
き

め
細
か
な
学
習
指
導
対
策

③
学
校
教
育
、
家
庭
教
育
、

社
会
教
育
が
連
携
し
て
い

る
こ
と
等
。
当
町
の
課
題

は
、「
一
人
ひ
と
り
へ
の

き
め
細
か
な
指
導
」
と
考

え
て
い
る
。

「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」結
果
と
今
後
の
対
応

学
力
向
上
に
向
け
、き
め

細
や
か
な
指
導
を
求
め
る

宍宍
ししし し

戸戸
どど

武武
たけた け

志志
しし

議員議員
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問
　

小
中
学
校
の
不

登
校
者
数
と
要
因

は
。大

勝
教
育

総
務
課
長
　

昨
年
度
の

不
登
校
者
は

小
学
生
６
人
、
中
学
生
12

人
で
本
人
に
起
因
す
る
原

因
と
し
て
は
、
無
気
力
・

不
安
・
生
活
リ
ズ
ム
の
乱

れ
・
家
庭
に
関
す
る
要
因

と
し
て
は
、
親
子
の
関
わ

り
方
と
推
察
し
て
い
る
。

問
　

不
登
校
者
の
自

立
に
向
け
た
指
導

方
法
を
伺
う
。

大
勝
教
育

総
務
課
長
　

令
和
４
年

に
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
内
に
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
専

門
指
導
員
を
配
置
し
指
導

し
て
い
る
。

問
　

全
国
学
力
テ
ス

ト
の
結
果
を
受
け
、

教
え
方
や
塾
の
選
び
方
等
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

大
勝
教
育

総
務
課
長
　

基
本
的
に

学
校
と
塾
の

役
割
は
異
な
る
。
町
は
公

営
塾
ハ
ル
や
高
校
入
試
対

策
講
座
等
を
開
設
し
児
童

生
徒
、
保
護
者
の
思
い
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
達
成
に
向
け

た
支
援
に
努
め
て
い
る
。

問
　

令
和
４
年
・
５

年
度
の
小
中
学
校

教
員
の
時
間
外
労
働
は
、

月
間
ど
の
程
度
か
。

大
勝
教
育

総
務
課
長
　

国
見
小
学

校
の
令
和
４

年
度
は
平
均
43
時
間
、
５

年
度
は
33
時
間
。
県
北
中

学
校
で
は
、
令
和
４
年
度

67
時
間
、
５
年
度
57
時
間
。

問
　

部
活
の
地
域
移

行
の
具
体
的
な
実

施
時
期
と
現
況
は
。

大
勝
教
育

総
務
課
長
　

令
和
７
年

度
末
ま
で
に

部
活
動
の
休
日
の
活
動
に

つ
い
て
、
地
域
ク
ラ
ブ
活

動
へ
移
行
す
る
。
町
で
は

令
和
５
年
度
か
ら
移
行
推

進
協
議
会
等
を
開
催
し
て

き
た
。
現
在
は
卓
球
部
の

休
日
活
動
に
指
導
者
が
参

加
し
て
い
る
。
他
の
運
動

部
は
調
整
中
。
今
後
は
文

化
部
に
つ
い
て
も
検
討
を

進
め
た
い
。

問
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
の
認
定
基
準
は
。

黒
田
福
祉

課
　
　
長
　

こ
ど
も
家

庭
庁
の
定
義

は
、
本
来
大
人
が
担
う
と

想
定
さ
れ
る
家
事
や
家
族

の
世
話
を
日
常
的
か
つ
過

度
に
行
う
子
ど
も
と
し
て

い
る
。

問
　

令
和
４
年
３
月

の
議
会
で
は
該
当

者
な
し
だ
っ
た
が
、
同
年

９
月
の
福
島
県
の
調
査
で

は
、
数
人
い
る
と
の
結
果
。

た
っ
た
数
カ
月
で
乖
離
が

あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

黒
田
福
祉

課
　
　
長
　

県
の
実
態

調
査
で
は
９

名
の
児
童
・
生
徒
が
お
世

話
を
必
要
と
す
る
家
族
が

い
る
と
回
答
し
て
い
る
が
、

そ
の
後
の
児
童
・
生
徒
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
で
は
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
該
当
す

る
児
童
・
生
徒
は
い
な
か

っ
た
。

問
　

県
は
「
チ
ー
ム

オ
レ
ン
ジ
」
を
令

和
7
年
ま
で
実
施
す
る
と

し
て
い
る
が
当
町
の
取
り

組
み
は
。

黒
田
福
祉

課
　
　
長
　

現
在
立
ち

上
げ
に
向
け

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
23
名

と
検
討
し
て
い
る
。
ま
た

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
推
進
員
を
委
託
し
、
認

知
症
の
正
し
い
理
解
の
普

及
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

問
　

現
在
65
歳
以
上

の
要
介
護
で
認
知

症
の
人
数
と
、
今
後
の
介

護
職
員
の
確
保
は
。

黒
田
福
祉

課
　
　
長
　

要
介
護
認

定
者
は
５
８

５
名
で
認
知
症
の
診
断
が

出
て
い
る
方
は
５
３
９
名
。

介
護
職
員
の
確
保
に
向
け
、

子
ど
も
が
介
護
に
関
心
を

も
つ
き
っ
か
け
づ
く
り
と

し
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
等
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
依
頼
が
あ
り
、

資
格
や
経
験
不
要
の
「
介

護
助
手
」
募
集
の
案
内
を

広
報
く
に
み
に
掲
載
し
た
。

教
育
の
現
状
と
教
員
の
働
き
方
改
革

認
知
症
支
援「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」

教
育
現
場
の
現
状
・

認
知
症
支
援
は

山山
やまや ま

崎崎
ざきざ き

健健
けんけ ん

吉吉
きちき ち

議員議員

小学校視察の様子
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一般 質問町政を問う

問
　

町
独
自
で
実
施

し
て
い
る
ご
み
排

出
量
を
軽
減
す
る
た
め
の

対
策
は
。

榊
住
民

防
災
課
長
　
「
ご
み
の

問
題
」
に
つ

い
て
は
、
広
報
及
び
チ
ラ

シ
で
呼
び
か
け
て
き
た
。

今
年
度
は
、
生
ご
み
の
減

量
化
に
向
け
、
試
験
的
に

「
生
ご
み
処
理
機
モ
ニ
タ

ー
事
業
」
を
実
施
し
て
い

る
。問

　

生
ご
み
処
理
機

の
モ
ニ
タ
ー
を
実

施
す
る
目
的
は
。

榊
住
民

防
災
課
長
　

モ
ニ
タ
ー

へ
生
ご
み
の

量
や
使
い
や
す
さ
等
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
今
後

の
生
ご
み
減
量
化
に
向
け

た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
進
め
て
い
く
べ
き
か
検

証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

問
　

ご
み
の
減
量
化

に
向
け
て
、
支
援

策
な
ど
を
考
え
て
い
る
か
。

榊
住
民

防
災
課
長
　

ア
ン
ケ
ー

ト
を
参
考
に

モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
意
見
や

要
望
を
聞
き
、
生
ご
み
の

減
量
化
へ
向
け
た
取
り
組

み
を
検
討
す
る
。

問
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
影

響
も
あ
り
、
ご
み

の
排
出
量
削
減
の
意
識
が

高
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ

る
。
こ
の
流
れ
で
４
Ｒ
運

動
の
推
進
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

榊
住
民

防
災
課
長
　

４
Ｒ
運
動

を
推
進
す
る

た
め
に
、
先
進
自
治
体
の

事
例
を
参
考
に
生
活
環
境

推
進
員
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
、
町
に
合
っ
た
取

り
組
み
を
進
め
、
排
出
量

の
削
減
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

問
　

福
島
県
の
生
活

系
ご
み
の
排
出
量

は
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
と

い
う
結
果
だ
が
、
当
町
の

状
況
は
。

榊
住
民

防
災
課
長
　

当
町
に
お

け
る
生
活
系

の
ご
み
の
排
出
量
は
、
平

成
21
年
度
約
2
・
4
ｔ
か

ら
令
和
４
年
度
の
約
2
・

5
ｔ
を
ピ
ー
ク
に
令
和
５

問
　

当
町
は
他
市
町

よ
り
ご
み
の
分
別

が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
町
民
の
意
識
が
高
い

た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
さ

ら
に
良
く
す
る
た
め
の
取

り
組
み
は
。

榊
住
民

防
災
課
長
　

広
報
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

を
使
っ
た
周
知
の
ほ
か
、

町
の
転
入
者
へ
「
ご
み
の

分
け
方
・
出
し
方
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
を
配
布
し
説
明

し
て
い
る
。
さ
ら
に
小
学

４
年
生
の
課
外
授
業
で
は

伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合

清
掃
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、

ご
み
の
分
別
や
処
理
方
法

等
の
学
習
を
行
っ
た
。
ま

た
、
昨
年
よ
り
小
学
校
高

学
年
か
ら
高
校
生
を
対
象

に
町
内
の
ご
み
拾
い
活
動

や
ご
み
処
理
施
設
の
見
学

を
行
い
、
若
年
層
に
も
理

解
を
深
め
る
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
さ
ら
な
る
町
民

年
度
は
約
2
・
2
ｔ
に
減

少
し
て
い
る
。

の
意
識
向
上
を
生
活
環
境

推
進
員
等
と
連
携
し
進
め

て
い
き
た
い
。

問
　

町
民
の
意
識
を

向
上
さ
せ
る
た
め

の
町
長
の
考
え
は
。

引
地
町
長
　

様
々
な
課
題
が

あ
る
が
、
ま
ず
は

町
民
一
人
当
た
り
の
ご
み

の
排
出
量
等
を
精
査
し
、

そ
れ
を
減
ら
す
た
め
の
具

体
的
な
政
策
を
伊
達
衛
生

処
理
組
合
や
生
活
環
境
推

進
員
と
の
意
見
交
換
の
場

を
設
け
、
国
見
町
全
体
で

ご
み
の
減
量
化
を
図
り
た

い
。

生
ご
み
処
理
機
モ
ニ
タ
ー
事
業
の
目
的
は

生
活
推
進
委
員
と
共
に
意
識
醸
成
を

ご
み
に
関
す
る
町
民
の

意
識
向
上
を
図
る
に
は

渡渡
わたわ た

辺辺
なべな べ

勝勝
かつか つ

弘弘
ひろひ ろ

議員議員

生
ご
み
処
理
機
イ
メ
ー
ジ
図

職
員
か
ら
説
明
を
受
け
る
転
入
者
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問
　

高
温
被
害
の
農

作
物
の
種
類
は
。

佐
藤
産
業

振
興
課
長
　

昨
年
の
被

害
状
況
を
含

め
て
、
米
は
、
品
質
の
低

下
が
見
ら
れ
た
。

　

令
和
５
年
産
米
の
1
等

米
比
率
が
49
％
で
、
過
去

5
年
間
の
平
均
88
％
を
大

き
く
下
回
っ
た
。
ま
た
、

乳
白
、
胴
割
れ
な
ど
が
見

ら
れ
た
。

　

サ
ク
ラ
ン
ボ
は
、
昨
年

の
高
温
に
よ
り
、
双
子
果

が
一
部
の
園
地
で
見
ら
れ

た
。

　

モ
モ
は
、
今
年
の
早
生

種
で
は
、
高
温
に
よ
り
、

生
育
が
一
気
に
進
ん
だ
こ

と
か
ら
、
収
穫
期
が
短
く

な
り
、
柔
ら
か
く
な
っ
て

規
格
外
の
モ
モ
が
増
え
た
。

し
か
し
、
そ
の
他
は
お
お

む
ね
順
調
で
、
モ
モ
の
販

売
価
格
は
過
去
最
高
が
見

込
ま
れ
る
。

　

リ
ン
ゴ
は
昨
年
、
高
温

に
よ
る
着
色
不
良
で
贈
答

用
の
リ
ン
ゴ
が
確
保
で
き

ず
、
今
年
度
も
同
様
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

キ
ュ
ウ
リ
は
高
温
で
生

育
が
進
ま
ず
、
収
量
が
減

少
す
る
畑
が
一
部
で
見
ら

れ
る
。

　

総
合
的
な
被
害
対
策
は
、

農
業
者
に
対
す
る
技
術
支

援
に
尽
き
る
。
さ
ら
に
、

速
や
か
な
被
害
状
況
の
把

握
に
努
め
る
と
と
も
に
支

援
制
度
拡
充
な
ど
を
県
に

要
望
し
て
い
く
。

問
　

現
時
点
で
の
町

内
の
鳥
獣
被
害
の

状
況
を
伺
う
。

佐
藤
産
業

振
興
課
長
　

有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
作

物
の
今
年
9
月
3
日
現
在

の
被
害
金
額
は
1
5
7
万

2
千
円
で
、
昨
年
同
時
期

は
27
万
1
千
円
、
１
３
０

万
1
千
円
の
増
で
あ
る
。

　

な
お
、
現
時
点
で
の
有

害
鳥
獣
の
捕
獲
頭
数
は
、

イ
ノ
シ
シ
は
昨
年
46
頭
、

今
年
53
頭
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル

は
昨
年
2
頭
、
今
年
16
頭
、

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
昨
年
4

頭
、
今
年
10
頭
、
ハ
ク
ビ

シ
ン
は
昨
年
15
匹
、
今
年

16
匹
、
カ
ラ
ス
は
昨
年
4

羽
、
今
年
1
羽
。

問
　

有
害
鳥
獣
か
ら

農
作
物
を
守
る
対

策
は
。

佐
藤
産
業

振
興
課
長
　

個
人
と
し

て
の
対
策
は
、

電
気
柵
設
置
予
防
、
花
火

に
よ
る
追
い
払
い
、
放
任

果
樹
木
の
伐
採
な
ど
。
地

域
と
し
て
の
対
策
は
、
侵

入
防
止
柵
の
設
置
・
管
理
、

さ
ら
に
、
見
晴
ら
し
を
良

く
す
る
緩
衝
帯
の
整
備
な

ど
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
の
対
策
は
、

有
害
鳥
獣
対
策
実
施
隊
に

よ
る
柵
の
設
置
・
見
回
り
・

捕
獲
、
電
気
柵
設
置
・
侵

入
防
止
柵
管
理
に
伴
う
財

政
支
援
な
ど
で
あ
る
。

問
　

こ
の
夏
熱
中
症

で
救
急
搬
送
さ
れ

た
人
は
、
何
人
か
。

佐

藤

ほ
け
ん
課
長
　

4
月
か

ら
8
月
ま

で
で
6
人
で
あ
る
。

問
　

熱
中
症
の
主
な

要
因
は
何
か
。

佐

藤

ほ
け
ん
課
長
　

除
草
作

業
中
に
直

射
日
光
を
浴
び
た
こ
と
や

エ
ア
コ
ン
を
使
わ
ず
脱
水

症
状
を
お
こ
し
た
こ
と
が

主
な
要
因
。

問
　

町
の
熱
中
症
の

予
防
対
策
は
。

佐

藤

ほ
け
ん
課
長
　

暑
さ
を

避
け
る
た

め
の
冷
房
設
備
の
積
極
的

な
利
用
、
日
傘
や
帽
子
の

着
用
、
暑
い
日
は
、
日
中

の
外
出
を
控
え
、
涼
し
い

服
装
に
し
た
り
、
こ
ま
め

な
水
分
補
給
、
日
中
の
暑

い
時
間
帯
の
作
業
を
避
け

る
な
ど
呼
び
か
け
て
い
く
。

高
温
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
状
況
は

鳥
獣
被
害
状
況
と
そ
の
対
策
は

熱
中
症
の
患
者
数
と
予
防
対
策
は

高
温・有
害
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
の
被
害
対
策
は

松松
まつま つ

浦浦
うらう ら

常常
つねつ ね

雄雄
おお

議員議員

捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
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一般 質問町政を問う

問
　

く
に
み
学
園
構

想
に
つ
い
て
、
凍

結
し
た
と
の
説
明
ば
か
り

だ
が
進
捗
は
。

中
條
教
育

施
設
課
長
　

ゼ
ロ
ベ
ー

ス
で
検
討
を

進
め
る
こ
と
と
し
、
ま
ず

は
保
護
者
の
方
々
へ
説
明

会
等
を
行
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
課

題
が
あ
る
の
に
、
構
想
を

凍
結
し
て
い
る
場
合
で
は

な
い
」、「
く
に
み
学
園
構

想
の
よ
う
な
も
の
は
必

要
」、「
既
存
建
物
は
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
」、「
国

見
ら
し
い
コ
ン
パ
ク
ト
な

学
校
を
検
討
す
べ
き
」、

と
の
意
見
が
あ
る
一
方
で
、

「
一
体
的
に
整
備
す
る
必

要
は
な
い
」、「
小
中
は
別

で
よ
い
。
認
定
こ
ど
も
園

の
整
備
を
進
め
る
べ
き
」、

「
ハ
ー
ド
整
備
は
慎
重
に

行
う
べ
き
で
、
既
存
施
設

を
活
用
す
べ
き
」
な
ど
の

意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
教
育
施
設
の
健

全
度
調
査
も
行
っ
た
結
果
、

向
こ
う
40
年
間
の
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
を
比
較
す
る
と
、

長
寿
命
化
改
修
を
す
る
場

合
の
方
が
コ
ス
ト
高
と
の

試
算
結
果
が
出
て
い
る
。

問
　

第
6
次
国
見
町

総
合
計
画
、
施
策

3
―
1
―
1
「
認
定
こ
ど

も
園
の
計
画
」
が
一
部
変

更
さ
れ
て
い
る
。
く
に
み

学
園
構
想
を
凍
結
し
た
の

で
あ
れ
ば
、
元
に
戻
す
べ

き
だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

引
地

町
長
　

令
和
4
年
8
月

に
総
合
計
画
審
議

会
で
、
追
加
・
訂
正
し
た

部
分
に
つ
い
て
基
本
構
想

を
凍
結
し
た
こ
と
を
理
由

に
、
元
に
戻
す
と
い
う
議

論
に
は
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

　

現
時
点
で
の
町
の
考
え

方
と
し
て
は
、
意
見
の
聴

取
が
ま
だ
固
ま
っ
て
い
な

い
。

　

元
に
戻
す
と
い
う
こ
と

も
、
逆
に
違
う
形
の
も
の

に
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り

得
る
。
も
う
少
し
時
間
を

い
た
だ
き
判
断
し
て
い
き

た
い
。

問
　

3
月
よ
り
使
用

停
止
の
遊
具
に
つ

い
て
、
あ
る
町
内
会
で
ア

ン
ケ
ー
ト
を
検
討
し
た
そ

う
だ
が
、
原
状
復
帰
の
要

望
多
数
の
状
況
か
ら
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
控
え
た
と
の

こ
と
。

　

点
検
結
果
お
よ
び
、
対

策
・
修
繕
に
つ
い
て
町
と

し
て
の
考
え
を
伺
う
。

中
條
教
育

施
設
課
長
　

使
用
不
可

判
定
と
な
っ

た
35
基
の
う
ち
、
7
基
を

地
域
の
方
々
と
確
認
を
行

い
撤
去
し
た
。

　

ま
た
、
安
全
基
準
を
満

た
す
た
め
の
対
応
と
し
て
、

基
礎
の
露
出
が
指
摘
さ
れ

た
ブ
ラ
ン
コ
や
大
型
遊
具

な
ど
12
基
は
、
基
礎
部
分

を
覆
う
た
め
の
ゴ
ム
マ
ッ

ト
を
敷
い
た
り
、
盛
土
を

す
る
な
ど
の
修
繕
を
行
な

い
、
使
用
で
き
る
状
態
と

な
っ
て
い
る
。

　

残
り
の
16
基
に
つ
い
て

は
、
危
険
な
開
口
部
が
指

摘
さ
れ
た
滑
り
台
な
ど
、

修
繕
方
法
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る
一
方
で
、
劣
化

が
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
内
に
お
け
る
遊
具
の
在

り
方
に
関
す
る
議
論
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
町
内
会
な
ど
地

域
の
方
々
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
施
設
ご
と
の
目

的
や
、
必
要
な
機
能
・
設

備
を
検
討
し
、
一
定
の
方

向
性
を
出
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

※
他
に
も
左
記
の
質

問
を
し
て
お
り
ま
す

　

認
定
こ
ど
も
園
と

義
務
教
育
学
校
の
、

同
一
敷
地
や
同
一
建

物
の
見
解
に
つ
い
て

再
確
認
。

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
後
は
意
見
聴
取
の
み

総
合
計
画
を
修
正
前
に
戻
す
考
え
は

屋
外
遊
具
の
点
検
結
果
は

「
く
に
み
学
園
構
想
」

凍
結
後
の
進
捗
は

蒲蒲
かばか ば

倉倉
くらく ら

　　孝孝
たかしたかし

議員議員

使用が禁止・制限されて
いる屋外遊具
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問
　

町
が
薦
め
る
当

町
の
特
産
品
や
名

産
品
に
つ
い
て
伺
う
。

佐
藤
産
業

振
興
課
長
　

当
町
の
特

産
品
と
し
て

は
、
生
産
量
が
一
番
多
い

モ
モ
。
そ
の
他
、
サ
ク
ラ

ン
ボ
、
あ
ん
ず
、
プ
ラ
ム
、

ブ
ド
ウ
、
リ
ン
ゴ
等
の
果

物
、
お
米
、
さ
ら
に
は
加

工
品
と
し
て
、
あ
ん
ぽ
柿

等
が
あ
る
。

問
　

国
見
町
の
特
産

品
や
名
産
品
の
開

発
や
取
り
組
み
に
対
す
る

町
の
支
援
は
あ
る
の
か
伺

う
。佐

藤
産
業

振
興
課
長
　

地
域
資
源

を
活
か
し
、

農
業
・
産
業
振
興
に
寄
与

す
る
た
め
、
意
欲
を
も
っ

て
地
元
の
食
材
を
使
用
し

た
特
産
品
の
開
発
、
研
究

を
目
的
と
し
た
取
り
組
み

に
対
し
、
町
で
は
補
助
率

３
分
の
２
、
上
限
40
万
円

と
す
る
国
見
町
特
産
品
開

発
事
業
補
助
金
が
あ
る
。

と
し
て
魅
力
の
あ
る
ア
イ

テ
ム
で
あ
る
。
町
で
は
、

第
2
期
歴
史
的
風
致
維
持

向
上
計
画
の
策
定
を
現
在

進
め
て
い
る
。

佐
藤
産
業

振
興
課
長
　

歴
史
と
観

光
地
の
今
後

の
整
備
と
し
て
、
国
見
町

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
に
は
、
道
の
駅
国
見
あ

つ
か
し
の
郷
第
2
駐
車
場

整
備
と
阿
津
賀
志
山
展
望

台
更
新
の
協
議
、
以
上
の

2
点
が
あ
る
。

問
　

国
見
町
独
自
の

限
定
品
や
イ
ベ
ン

ト
の
計
画
等
は
あ
る
の
か

伺
う
。

佐
藤
産
業

振
興
課
長
　

国
見
な
ら

で
は
の
限
定

品
と
し
て
は
、
国
見
バ
ー

ガ
ー
、
日
本
酒
あ
つ
か
し

さ
ん
、
桃
プ
リ
ン
、
桃
大

福
等
の
特
産
品
を
使
用
し

た
商
品
が
あ
る
。
今
後
も

国
見
町
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
等
を
地
域
お
こ
し
協
力

隊
や
国
見
ま
ち
づ
く
り
株

式
会
社
と
連
携
し
て
進
め

る
。
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は

義
経
ま
つ
り
、
中
尊
寺
ハ

ス
ま
つ
り
、
あ
つ
か
し
山

ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
な
ど
が
あ

る
。
今
後
、
財
源
確
保
が

見
込
め
れ
ば
新
た
な
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問
　

国
見
町
の
P
R

や
情
報
発
信
は
現

在
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の

か
伺
う
。

佐
藤
産
業

振
興
課
長
　

国
見
町
内

で
は
、
国
見

町
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
実
施

し
て
い
る
。
国
見
町
外
で

は
、
北
海
道
・
岩
手
県
・

宮
城
県
・
栃
木
県
・
東
京

都
・
岐
阜
県
で
農
産
物
Ｐ

Ｒ
販
売
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
情
報
社
会
の
中
で

最
新
の
情
報
を
的
確
に
発

信
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
積
極
的
に
国
見
町

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

問
　

藤
田
駅
前
を
含

め
、
現
在
ど
の
よ

う
な
計
画
が
あ
る
の
か
伺

う
。大

勝
企
画

調
整
課
長
　

令
和
4
年

9
月
に
策
定

し
た
国
見
町
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
計
画
に
基
づ
い

て
計
画
を
進
め
て
い
る
。

村
上
建
設

課
　
　
長
　

国
見
町
で

は
、
藤
田
駅

前
の
利
用
、
利
便
性
向
上

や
賑
わ
い
創
出
の
た
め
、

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
を
含
む

広
場
の
整
備
、
町
所
有
地

を
利
用
し
た
居
住
環
境
の

整
備
、
さ
ら
に
住
み
よ
い

ま
ち
な
か
空
間
整
備
の
た

め
の
観
月
台
公
園
整
備
な

ど
の
総
合
的
な
ま
ち
づ
く

り
計
画
で
あ
る
立
地
的
成

果
計
画
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

問
　

国
見
町
な
ら
で

は
の
歴
史
と
観
光

地
の
整
備
に
つ
い
て
、
今

後
の
計
画
を
伺
う
。

大
勝
企
画

調
整
課
長
　

独
自
性
や

独
創
的
な
特

徴
を
持
つ
国
見
町
の
歴
史

と
文
化
財
は
、
観
光
資
源

産
業
振
興
の
た
め
の
支
援
を
求
め
る

効
果
的
な
町
の
P
R
方
法
の
検
討
を

藤
田
駅
前
を
含
む
開
発
の
計
画
は

町
民
が
誇
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を

八八
やや

巻巻
まきま き

喜喜
きき

治治
じじ

郎郎
ろうろ う

議員議員

町特産品の数々
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一般 質問町政を問う

問
　

町
内
会
要
望
の

予
算
計
上
の
優
先

順
位
は
。

引
地
町
長
　

ど
ち
ら
か
と
い

う
と
継
続
要
望
が

新
規
要
望
に
比
べ
て
優
先

度
が
高
か
っ
た
と
い
う
印

象
。
継
続
要
望
も
実
施
主

体
が
町
な
の
か
、
国
や
県

な
の
か
に
よ
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
町
が
実
施
主
体
に

な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

継
続
要
望
を
優
先
し
た
印

象
を
持
っ
て
い
る
。

問
　

継
続
要
望
を
優

先
的
に
実
施
し
て

き
た
と
の
こ
と
だ
が
、
現

時
点
で
継
続
要
望
が
残
っ

て
い
る
。
ま
だ
手
の
つ
い

て
い
な
い
箇
所
は
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
。

引
地

町
長
　

今
年
度
の
継
続

要
望
の
割
合
は
28

％
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は

河
川
改
修
な
ど
、
国
、
県

が
主
体
と
な
っ
て
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な

重
い
要
望
も
あ
る
。
こ
れ

は
2
年
、
3
年
で
解
決
で

き
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、

町
が
要
望
を
受
け
て
県
や

国
に
お
願
い
を
す
る
と
い

う
筋
道
に
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
に
関
し
て
は
２
５

問
　

本
年
度
も
含
め

て
過
去
3
年
間
の

開
示
請
求
は
何
件
あ
っ
た

か
。澁

谷
総
務

課
　
　
長
　

令
和
4
年

度
が
9
件
、

令
和
5
年
度
が
13
件
、
令

和
6
年
度
は
ま
だ
途
中
だ

が
4
件
。

問
　

不
開
示
し
た
件

数
は
、
今
年
度
も

含
め
て
過
去
3
年
間
で
何

件
あ
っ
た
か
。

澁
谷
総
務

課
　
　
長
　

令
和
4
年

度
が
1
件
、

令
和
5
年
度
が
1
件
、
令

和
6
年
度
は
な
い
。

問
　

情
報
公
開
条
例

の
第
5
条
に
は
、

何
人
も
開
示
請
求
で
き
る

が
、
町
民
で
な
い
こ
と
を

理
由
に
不
開
示
あ
る
い
は

却
下
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

澁
谷
総
務

課
　
　
長
　

令
和
6
年

度
分
で
部
分

開
示
案
件
の
1
件
。
お
質

し
の
と
お
り
、
5
条
に
は

そ
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

町
で
は
、
そ
の
条
例
の
第

1
条
に
「
町
が
保
有
す
る

行
政
情
報
の
一
層
の
公
開

を
図
り
、
も
っ
て
町
の
行

政
活
動
に
つ
い
て
町
民
に

説
明
す
る
責
務
を
全
う
し
、

町
民
の
積
極
的
な
町
政
参

加
の
下
公
正
で
民
主
的
な

町
政
の
推
進
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
」
と
い
う
部
分

を
主
張
し
た
も
の
。

問
　

今
年
の
大
学
卒

の
応
募
者
は
何
人

か
。澁

谷
総
務

課
　
　
長
　

8
名
で
あ

る
。

問
　

町
内
か
ら
の
応

募
者
は
何
人
だ
っ

た
の
か
。

澁
谷
総
務

課
　
　
長
　

町
内
か
ら

の
応
募
者
は

な
い
。

問
　

町
内
か
ら
の
応

募
者
が
い
な
い
こ

と
に
対
し
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

澁
谷
総
務

課
　
　
長
　

率
直
に
残

念
だ
と
思
っ

て
い
る
が
、
憲
法
に
も
職

業
選
択
の
自
由
が
保
障
さ

れ
て
い
る
た
め
、
ど
こ
を

選
ぶ
の
か
は
自
由
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

問
　

町
内
か
ら
の
応

募
者
を
増
や
す
た

め
の
方
策
は
考
え
て
い
る

の
か
。

澁
谷
総
務

課
　
　
長
　

魅
力
あ
る

職
場
づ
く
り
。

呼
び
込
む
形
で
、
就
活
生

に
P
R
し
て
い
く
と
い
う

の
も
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

０
件
の
要
望
が
あ
り
、
件

数
も
増
え
て
い
る
。
中
身

は
去
年
、
一
昨
年
、
令
和

元
年
度
か
ら
継
続
で
出
さ

れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

町
内
会
要
望
の
優
先
順
位
は

条
例
に
沿
っ
た
判
断
を

町
内
応
募
者
を
増
や
す
方
策
を

条
例
に
沿
っ
た
情
報

の
開
示
を
求
め
る

小小
ここ

林林
ばやしばやし

聖聖
せいせ い

治治
じじ

議員議員
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問
　

集
会
施
設
補
助

要
綱
を
定
め
て
23

年
経
過
し
た
が
、
改
定
し

て
き
た
の
か
。

榊
住
民

防
災
課
長
　

制
定
後
は

改
正
し
て
い

な
い
。

問
　

過
去
10
年
で
の

補
助
内
訳
等
の
実

績
は
。

榊
住
民

防
災
課
長
　

修
繕
15
件

で
4
3
1
万
、

増
改
築
改
修
4
件
で
３
０

９
万
円
を
補
助
し
て
い
る
。

問
　

備
品
は
全
て
補

助
対
象
外
だ
。
補

助
対
象
と
す
る
よ
う
検
討

す
る
考
え
は
な
い
か
。

榊
住
民

防
災
課
長
　

建
物
の
補

助
を
優
先
す

る
こ
と
や
各
町
内
会
の
使

用
備
品
に
違
い
が
あ
り
、

一
律
対
象
外
と
し
て
い
る
。

今
後
も
町
内
会
で
の
対
応

を
お
願
い
す
る
。

問
　

設
計
費
も
補
助

対
象
外
だ
が
設
計

と
建
築
は
一
体
だ
。
例
え

ば
、
見
積
が
改
修
一
式
と

あ
れ
ば
全
額
対
象
で
、
設

計
と
改
修
を
別
々
に
書
け

ば
設
計
は
対
象
外
。
書
き

方
で
補
助
が
変
わ
る
の
は

好
ま
し
く
な
い
。

榊
住
民

防
災
課
長
　

新
増
改

築
・
修
繕
と

も
、
補
助
対
象
へ
の
見
直

し
を
検
討
す
る
。

問
　

補
助
率
や
限
度

額
の
見
直
し
も
必

要
と
言
え
る
。
高
齢
化
が

進
み
、
年
金
が
生
活
の
基

本
と
な
る
世
帯
が
増
え
て

い
る
。
町
内
会
の
世
帯
額

負
担
を
考
え
る
と
見
直
し

が
必
要
で
は
。

引
地

町
長
　

町
内
会
連
絡
協

役
員
と
の
協
議
を

し
、
見
直
し
を
前
提
に
考

え
た
い
。

問
　

地
震
等
の
災
害

に
よ
る
損
傷
は
町

が
負
担
す
べ
き
で
は
。

引
地
町
長
　

災
害
時
の
一
時

避
難
所
と
の
考
え

も
あ
り
、
前
問
同
様
に
検

討
を
進
め
た
い
。

額
で
予
算
編
成
し
て
い
る
。

シ
ー
リ
ン
グ
は
設
け
て
い

な
い
。

引
地
町
長
　

継
続
要
望
を
減

ら
し
た
い
と
の
考

え
で
、
町
内
会
要
望
を
も

と
に
予
算
編
成
を
し
て
い

る
。問

　

事
業
実
施
の
優

先
順
位
付
け
は
。

村
上
建
設

課
　
　
長
　

危
険
度
・

劣
化
・
損
傷

状
況
・
緊
急
性
等
を
判
断

し
な
が
ら
決
定
し
て
い
る
。

問
　

貴
重
な
財
源
使

途
に
客
観
性
を
持

た
せ
る
こ
と
は
極
め
て
大

事
だ
。
明
文
化
さ
れ
て
い

な
い
優
先
順
位
付
け
の
根

拠
を
明
文
化
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

引
地
町
長
　

客
観
的
な
指
標

は
必
要
だ
と
思
っ

て
い
る
。
今
後
は
、
あ
る

程
度
の
指
標
を
設
け
、
町

内
会
長
の
理
解
を
得
な
が

ら
町
の
方
針
を
決
め
て
い

き
た
い
。

問
　

生
活
道
水
路
の

修
繕
要
望
は
年
間

ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

村
上
建
設

課
　
　
長
　

令
和
4
年

度
が
86
件
、

５
年
度
は
60
件
あ
っ
た
。

問
　

要
望
内
容
は
、

町
内
会
と
情
報
共

有
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

村
上
建
設

課
　
　
長
　

共
有
は
で

き
て
い
る
。

問
　

平
成
29
年
頃
、

5
方
部
の
町
内
会

長
に
要
望
事
項
の
優
先
順

位
を
付
け
さ
せ
る
提
案
が

さ
れ
た
が
、
今
も
そ
の
考

え
は
あ
る
か
。

村
上
建
設

課
　
　
長
　

様
々
な
意

見
を
踏
ま
え

実
施
箇
所
は
町
が
決
定
し

た
、
現
時
点
で
そ
の
考
え

は
な
い
。

問
　

首
長
選
挙
が
近

づ
く
と
、
選
挙
対

策
で
事
業
が
急
に
動
き
出

す
こ
と
が
あ
る
。
今
年
度

の
生
活
道
水
路
予
算
編
成

の
根
拠
、
シ
ー
リ
ン
グ
の

有
無
は
ど
う
な
の
か
。

澁
谷
総
務

課
　
　
長
　

前
年
度
を

上
回
ら
な
い

町
内
会
施
設
補
助
内
容
は
見
直
し
を
検
討

未
整
備
の
道
水
路
修
繕
指
標
を
作
成
す
る

設
計
費
や
補
助
率
・

補
助
額
の
見
直
し
を

佐佐
ささ

藤藤
とうと う

　　孝孝
たかしたかし

議員議員

設計図イメージ
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７月10日
令和６年第４回臨時会 全議員
議会運営委員会 議会運営委員
全員協議会 全議員

７月16日
総務文教常任委員会現地調査 総務文教常任委員
自衛隊国見町家族会総会 議長

７月17日 国見町子ども議会 全議員

７月19日
議員懇談会 全議員
第19回伊達郡町議会議員大会 全議員
伊達郡町議会懇親会 全議員

７月23日 伊達地方衛生処理組合議会全員協
議会 組合議員

７月25日 例月出納検査 監査委員
７月29日 水企業団例月出納検査 議長
８月３日 国見夏まつり 議長
８月７日
　～８日

令和６年度消防組合議会議員視察
研修 組合議員

８月９日 産業建設常任委員会 産業建設常任委員

議員活動報告書議員活動報告書 (令和６年７月10日以降)(令和６年７月10日以降)

こんな活動もしています
レポート

　

広
報
常
任
委
員
会
は
９

月
25
日
、
手
に
取
っ
て
読

ん
で
い
た
だ
け
る
「
議
会

だ
よ
り
」
を
目
指
し
、
北

は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄

ま
で
の
研
修
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

①
読
ま
れ
る
議
会
広
報
紙

の
作
り
方

②
や
っ
て
は
い
け
な
い
デ

ザ
イ
ン
講
座

③「
議
会
だ
よ
り
日
本
一
」

埼
玉
県
寄
居
町
議
会
の

挑
戦

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
も
、

研
修
会
で
学
ん
だ
事
を
活

か
し
作
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
改
善
を
重
ね
、

よ
り
良
い「
議
会
だ
よ
り
」

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

請願請願みなさんからの

９月定例会では請願１件を産業建設常任委員会で審査し、不採択とすることに決しました。

請　　願 提 出 者

「国見町大字藤田字日渡三地内造成を求める意見書」の
提出を求める請願について 平舘　守（ほか６名）

請願内容（要約） 不採択の理由

国見町大字藤田字日渡三地内への侵入道路がないこと
から、土地の利活用のために道路の整備を求めるもの。

本件は、道路整備後に土地所有者が活用方法を検討し
たいという意向を踏まえ、土地所有者で整備する、も
しくは町内会要望等として行政へ要望することが妥当
であると委員会で判断し、不採択とすることに決した。

８月11日 徳江「豊年盆踊り」 議長
８月14日 小坂地区豊年仮装盆踊り大会 議長

８月20日
水企業団８月定例会議案説明 議長
令和６年度町村議会正副議長・事
務局長研修会 正副議長

８月21日
総務文教常任委員会 総務文教常任委員
議員懇談会 全議員
広報常任委員会 広報常任委員

８月23日 ふくしま田園中枢都市圏議会議長
連携推進協議会 副議長

８月26日
議会運営委員会 議会運営委員
全員協議会 全議員

８月28日 水企業団例月出納検査 議長

８月30日
例月出納検査 監査委員
福島地方水道用水供給企業団議会
定例会(福島市) 議長

９月２日 決算審査講評 監査委員

全
国
町
村
議
会
広
報
研
修
会
へ
参
加

8
月
30
日
、
企
業
団
議

会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

提
出
議
案
は
2
件
で
、

議
案
第
３
号
は
、
令
和
5

年
度
水
企
業
団
事
業
会
計

の
決
算
認
定
、
議
案
第
４

号
は
、
水
道
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
う
条
例
改
正

で
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

一※

部
事
務
組
合
報
告

福
島
地
方
水
道
用
水

供
給
企
業
団
議
会

※
一
部
事
務
組
合
と
は

複
数
の
市
町
村
が
、
事
務

の
一
部
を
共
同
で
行
う
た

め
に
設
置
す
る
団
体

広報常任委員会研修会
（東京・ニッショーホール）
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こんな活動もしています
レポートレポート

常任委員会Report

　

高
規
格
救
急
自
動
車
研

究
開
発
事
業
事
務
調
査
特

別
委
員
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
し
た
。

■
令
和
６
年
９
月
19
日

︵
第
22
回
委
員
会
︶

　

調
査
報
告
書
概
要
版
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
活
動

7
月
10
日　

第
４
回
町
議

会
臨
時
会
に
お
い
て
、
調

査
報
告
書
が
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

同　

日　
　

県
庁
県
政
記

者
ク
ラ
ブ
で
記
者
会
見
を

行
い
ま
し
た
。

9
月
27
日　

調
査
報
告
書

概
要
版
を
全
戸
配
布
し
ま

し
た
。

■
令
和
６
年
７
月
16
日

〇
教
育
施
設
課
所
管
事
務

調
査
︵
国
見
小
学
校
・
県

北
中
学
校
視
察
︶

　

国
見
小
学
校
で
は
、
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
を
使
用
し
た

授
業
や
創
意
工
夫
さ
れ
た

授
業
な
ど
、
教
職
員
の
マ

ン
パ
ワ
ー
の
重
要
さ
を
感

じ
、
県
北
中
学
校
で
は
、

授
業
に
お
け
る
支
援
員
の

積
極
的
活
用
な
ど
努
力
の

跡
が
見
て
と
れ
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
数
が
減
少
し

て
い
く
中
で
、
小
学
校
、

中
学
校
の
参
観
、
視
察
を

通
し
て
、
小
中
一
体
教
育

︵
義
務
教
育
学
校
︶
の
必

要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

■
令
和
６
年
８
月
21
日

︵
委
員
会
室
︶

　

視
察
研
修
の
目
的
や
視

察
先
に
つ
い
て
委
員
会
内

で
検
討
を
し
ま
し
た
。

■
令
和
６
年
９
月
３
日

︵
委
員
会
室
︶

　

閉
会
中
の
事
務
調
査
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

■
令
和
６
年
９
月
12
日

〇
生
涯
学
習
課
所
管
事
務

調
査
︵
ア
カ
リ
︶

■
令
和
６
年
７
月
５
日

　

産
業
振
興
課
所
管
事
務

調
査
︵
鳥
取
及
び
泉
田
地

内
の
現
地
︶

　

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事

業
に
つ
い
て

　

鳥
取
地
内
の
間
伐
・
新

植
で
11
ha
作
業
道
1
・
４

㎞
、
泉
田
地
内
の
間
伐
21

ha
、
作
業
道
4
・
3
㎞
の

一
部
に
つ
い
て
現
地
確
認

し
ま
し
た
。
鳥
取
地
内
の

高
規
格
救
急
自
動
車
研
究
開
発
事
業

事
務
調
査
特
別
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

言わせ言わせ言わせ言わせてて！！
町・議会に思うこと町・議会に思うこと町・議会に思うこと町・議会に思うこと町・議会に思うこと町・議会に思うこと町・議会に思うこと町・議会に思うこと町・議会に思うこと町・議会に思うこと町・議会に思うこと町・議会に思うこと町・議会に思うこと町・議会に思うこと町・議会に思うこと町・議会に思うこと町・議会に思うこと町・議会に思うこと
言わせて！

町・議会に思うこと

　国見町議会では、9月定例会の内容など議会の活動内容を町
民のみなさまにお伝えするとともに、議会に対するご意見・
ご要望をお聞かせいただく場として、議会報告懇談会を開催
いたします。
　この機会に、ぜひみなさまの声をお聞かせください。

議会報告懇談会開催

令和6年10月20日㈰  14 : 00～15 : 30
令和6年10月21日㈪  18 : 00～19 : 30
観月台文化センター　第一和室

日時

会場

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

6
月
21
日
、
第
4
回
議

会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

審
議
に
先
立
ち
、
消
防

組
合
の
諸
般
の
報
告
、
提

案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、

議
案
審
議
で
は
、
中
央
消

防
署
浸
水
対
策
等
工
事
の

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
災
害
対

応
特
殊
ポ
ン
プ
自
動
車
1

台
の
購
入
他
1
件
の
審
議

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

︵
報
告
者　

小
林
聖
治
︶ 　

公
営
塾
ハ
ル
の
「
学
習

コ
ー
ス
」、「
見
晴
る
か
す

コ
ー
ス
」
等
の
特
色
あ
る

活
動
状
況
の
説
明
を
担
当

者
か
ら
受
け
た
後
、
運
営

等
に
つ
い
て
様
々
な
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。

　

従
来
の
教
科
の
勉
強
だ

け
に
と
ど
ま
ら
な
い
新
し

い
学
習
塾
の
可
能
性
を
感

じ
、
こ
れ
ら
の
実
施
、
運

営
を
わ
が
町
で
行
っ
て
い

る
こ
と
は
、
他
に
誇
れ
る

も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

新
植
は
杉
が
中
心
で
す
。

ま
た
、
泉
田
地
内
は
ア
カ

マ
ツ
間
伐
が
主
と
な
っ
て

い
ま
す
。
苗
木
の
生
育
状

況
、
今
年
度
の
間
伐
進
捗

や
ク
マ
対
策
な
ど
に
つ
い

て
積
極
的
な
意
見
交
換
が

さ
れ
ま
し
た
。

■
令
和
６
年
９
月
３
日

︵
委
員
会
室
︶、10
日
︵
請
願

現
地
お
よ
び
委
員
会
室
︶

　

請
願
第
3
号
の
審
査
に

つ
い
て

　

藤
田
日
渡
三
地
内
造
成

を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。
審
議
で

は
、
請
願
内
容
は
土
地
所

有
者
自
ら
が
開
発
処
分
す

る
の
が
基
本
で
請
願
に
は

な
じ
ま
ず
、
不
採
択
に
す

べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

伊
達
地
方
消
防

組
合
議
会
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私
も
ひ
と
言

︻
表
紙
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
︼

　

佐
久
間
秀
幸
さ
ん
は
、
塚
野

目
在
住
の
43
歳
。

　

令
和
4
年
度
国
見
農
業
ビ
ジ

ネ
ス
訓
練
所
長
期
研
修
を
卒
業

し
、
翌
年
認
定
新
規
就
農
者
と

な
り
日
夜
農
業
に
励
ん
で
い
る
。

　

栽
培
し
て
い
る
ト
マ
ト
は

「
シ
ュ
ガ
ー
プ
ラ
ム
」
で
、
と

て
も
甘
い
こ
と
で
評
判
が
良
く

リ
ピ
ー
タ
ー
が
続
出
し
て
い
る
。

U
タ
ー
ン
就
労
前
は
、
仙
台

市
で
空
調
設
備
等
の
仕
事
を
し

て
い
た
事
か
ら
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

栽
培
の
給
水
・
追
肥
の
方
法
は
、

訓
練
所
で
学
ん
だ
事
を
取
り
入

れ
装
置
を
手
作
り
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
重
機
の
知
識
と
器
用

さ
を
活
か
し
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を

請
け
負
い
、
コ
ン
バ
イ
ン
を
操

っ
て
い
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
農
業
を

営
み
、
活
躍
す
る
佐
久
間
さ
ん

は
、
ま
さ
に
国
見
の
「
希
望
の

星
」
だ
。

編

集

後

記

津
つ

田
だ

哲
て つ

夫
お

さん
（第１町内会）

農
地
を
守
り
、農
業
を
続
け
る
た
め
に

　

令
和
6
年
9
月
定
例
会
が
終
了

し
た
。
去
年
は
一
般
会
計
決
算
認

定
が
否
決
さ
れ
る
と
い
う
異
常
事

態
と
な
っ
た
が
、
今
年
は
大
き
な

問
題
も
な
く
提
出
議
案
は
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　

さ
て
、
少
子
高
齢
化
は
全
国
的

な
問
題
で
は
あ
る
が
、
国
見
町
は

過
疎
指
定
を
受
け
た
町
と
し
て
、

町
民
が
心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
議
長
研

修
で
講
師
の
先
生
が
話
し
て
い
た

言
葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。「
小

さ
く
と
も
質
を
高
め
る
」
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
。
こ
の
言
葉
を
胸

に
議
員
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た

い
。

︵
佐
藤
定
男
︶

発
行
責
任
者

　

議　
　

長

佐
藤　

定
男

広
報
常
任
委
員
会

　

委
員
長

蒲
倉　
　

孝

　

副
委
員
長

佐
藤
多
真
恵

　

委　
　

員

佐
藤　

定
男

　
　

同

松
浦　

常
雄

　
　

同

佐
藤　
　

孝

　
　

同

菊
地　

勝
芳

　

私
は
、
定
年
退
職
し
た
後
農
業

に
従
事
し
、
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。

は
じ
め
は
、
両
親
が
残
し
て
く
れ

た
モ
モ
の
栽
培
と
水
稲
種
子
栽
培

を
妻
と
二
人
で
趣
味
程
度
に
行
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
高
齢
化
で
担

い
手
の
い
な
い
近
所
の
方
々
か
ら

田
ん
ぼ
を
頼
ま
れ
、
今
で
は
面
積

が
当
初
の
10
倍
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
見
町
の
「
水
稲
種
子
栽
培
」

は
歴
史
が
深
く
、
昭
和
37
年
ま
で

遡
り
ま
す
。
こ
の
栽
培
方
法
は
管

理
基
準
が
非
常
に
厳
し
く
、
年
3

回
の
審
査
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
私
は
、
安
全
で
美
味

し
い
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
米
を

作
る
こ
と
に
生
き
が
い
と
誇
り
を

も
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
課
題
も

あ
り
ま
す
。
国
見
町
種
子
生
産
組

合
も
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
が
否

め
ず
、
約
10
年
前
に
は
1
0
0
名

近
く
い
た
会
員
も
、
現
在
で
は
65

名
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
我
が
家
に
「
新
規
就
農

者
」
が
誕
生
し
た
の
で
す
。「
ピ

ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
」
と
捉
え
、
息

子
が
脱
サ
ラ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

親
子
で
協
力
し
な
が
ら
、
息
子
は

モ
モ
を
中
心
に
水
稲
の
一
部
と
冬

野
菜
栽
培
を
担
当
し
、
私
は
水
稲

種
子
栽
培
を
担
当
し
な
が
ら
経
営

を
し
て
い
ま
す
。

　
「
農
業
は
重
労
働
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
か
ら
、
新
た
な
働
き
手
が

見
つ
か
り
に
く
く
、
ど
こ
の
地
域

で
も
人
手
不
足
の
問
題
を
抱
え
て

い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。
そ

の
課
題
を
解
決
す
る
に
は
、
若
い

人
た
ち
に
様
々
な
方
法
で
農
業
の

魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ

れ
か
ら
先
ど
ん
な
こ
と
が
あ
ろ
う

と
も
、
地
域
の
農
業
を
守
っ
て
く

れ
る
若
者
を
心
か
ら
応
援
し
て
い

き
ま
す
。「
が
ん
ば
れ
！
未
来
を

担
う
若
者
た
ち
！
」

コンバインを操る佐久間さん

新規就農者として活躍する
佐久間秀幸さんを徹底取材！

Ｕ
タ
ー
ン
就
労
「
希
望
の
星
」


